
監査措置状況報告書

令和5年7月7日

対象審査 令和５年度定期監査（上期）

実施日 令和５年５月１２日～６月１４日

担当部署（内線） 市民活動部生涯学習課（2349）　　丹生川支所地域振興課（3111）　　荘川支所地域振興課（3311）

対象審査 令和５年度定期監査（上期）

実施日 令和５年５月１２日～６月１４日

審　査　の　結　果

対　応　状　況　等

報告日現在の状況 措置済

概　　　要　　　等

〇公民館使用許可申請について

　支所に併設した公民館の使用許可申請の手続きにつ
いて、使用許可申請書等の諸帳票を確認したところ、
以下の支所において不適切な処理が見受けられた。

①申請期間について
　高山市公民館使用に関する規則（以下、「規則」と
いう。）第５条第２項において、使用許可申請書を提
出する期間は、使用しようとする日の属する月の前月
の初日から使用しようとする日の３日前までと規定し
ている。
　丹生川公民館では、規則で定める期間より後に、荘
川公民館では、その期間より前に使用許可申請書を受
け付けていた。
　規則に基づいた事務処理に努められたい。

②調定日及び納付日について
　調定については、地方自治法第２３１条（歳入の収
入の方法）、地方自治法施行令第１５４条（歳入の調
定及び納入の通知）及び高山市会計規則第１７条（調
定の通知）で規定している。
　歳入の調定とは、歳入の内容等を調査し、収入金額
を決定する内部的意思決定行為である。
　規則第７条の２において、公民館の使用の許可を受
けたものは、使用許可書の交付を受けた日に使用料を
納付するものと規定している。
　丹生川公民館では、公民館の使用後に調定の通知が
行われていたが、許可書を交付した日に調定すべきで
ある。
　また、丹生川公民館及び荘川公民館では、使用料の
納付日が許可日から遅延した日となっていた。
　さらに、使用者に交付する納入通知書兼領収済通知
書の納期限が、調定日から２０日後の期日となってい
た。
　規則に基づいた事務処理に努められたい。
　
　なお、市民の自主的かつ自発的な生涯学習及び社会
教育活動等の場として広く活用されるためにも、実態
に合った規則となるよう併せて検討されたい。

①申請期間について
　高山市公民館使用に関する規則（以下、「規則」という
。）を今一度確認し、適切な事務処理に努めます。
　また、規則において、使用許可申請書を提出する期間は、
使用しようとする日の属する月の前月の初日から使用しよう
とする日の３日前までと規定していることについて、利用者
の利便性の向上や施設の有効活用を図る観点から、使用しよ
うとする日まで申請書が提出できるなど、規則の一部改正を
行い、７月１日以降の取り扱いを見直しました。

②調定日及び納付日について
　関係法令及び規則に基づき、適切な事務処理に努めます。
　また、規則において、使用料の納入を許可を受けた日に限
定している規定については、振り込みなど多様な納入形態に
対応できるよう、使用料は使用許可書の交付を受けた後、使
用しようとする日以前に納入するなど、規則の一部改正を行
い、７月１日以降の取り扱いを見直しました。

　なお、高山市民文化会館など公民館と同様の規定となって
いた他の社会教育施設についても、利用者の利便性の向上と
施設の有効利用を図るため、規則の一部改正により上記と同
様の見直しを行いました。


